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龍馬vs土方の真剣勝負編（元案ベース）

◆流れ：龍馬と土方が1球を巡って激しいラリーを繰り広げる。殺陣とテニスが融合したような真剣勝負。

◆テーマ：「本気だから楽しい」「真剣勝負を楽しめる」

◆世界観：江戸末期風なのでラケットは木の素材で、周りの風景も時代に合わせた世界観に。

企画案①
真剣にテニスをする楽しさを訴求
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無我夢中でのめり込め

土方と龍馬が向かい合う、時代劇風の対立構造

土方が木製ラケットでサーブ

龍馬が勝者のポーズ、土方が悔しそうに睨む

木のスコアボードに「1-0」の表記
（1点に懸けている思いを表現）

激しいラリーの攻防が続く

龍馬が飛んでスマッシュを打つ
(スローで描かれるスマッシュの瞬間)

コピー「無我夢中でのめり込め」

最後にロゴを表示

ラリーで土方が返しそこねる

チャンスボールがふわり



現代の試合シーン、空撮気味の構図

ペルソナ風ビジュアル×侍に具現化編

◆流れ：現代のテニスの試合中、ふとした瞬間に空間が歪み、プレイが“剣による斬り合い”のような演出に変わる。

◆テーマ：「命を懸けるほど本気だから楽しい」「よりバチバチした真剣さ」

◆世界観：現代×精神世界のミックス（抽象表現）

企画案②
真剣にテニスをする楽しさを訴求
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最後にロゴを表示

WE LOVE TENNIS
真剣勝負を楽しめ。 一瞬の交錯、選手が楽しそうに微笑む

コピー「WE LOVE TENNIS ～真剣勝負を、楽しめ。～」

躍動感のあるテニスの
ラリーが展開されていく

ラリーの中で徐々にテニスプレーヤーから
侍の姿（真剣な表情）に変化していく

真剣の斬りあいに移行し、
点の取り合いから命の取り合いに



江戸異世界×修行編（印象的なぶっとんだ世界観）
企画案③

テニス自体の純粋な楽しさを訴求
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◆流れ：江戸時代風の異世界。巨大な木に囲まれた謎のテニスコートで、門下生が師範（コーチ）から修行的にテニスを習う。。

◆テーマ：「ぶっとんだ楽しさ」「上達のプロセス」「アニメならではのトリッキーな設定」

◆世界観：江戸異世界（完全な創作世界）。世界観の説明は不要。

ボールを追いながら、向かい合う二人の楽しげな表情。
コピー「テニスって超楽しい！」

雷が落ち、異世界テニスコートが出現

テニスって
超楽しい！

最後にロゴを表示

師範（侍コーチ）と門下生が登場

練習開始。激しくラリーを打ち合う。
打ち合う中で笑顔がこぼれる。

ラリー中にネットにボールが当たり
空高く打ち上げられて、それを追う二人



時代クロスオーバー編（練習の楽しさ）
企画案④
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◆流れ：江戸時代の剣術修行→大正・昭和・現代と時代が進む中、形を変えて“練習”が続く。最後は現代のテニスの練習風景へ。

◆テーマ：「いつの時代も、練習は楽しい」「続けるから上達する」

◆世界観：時代を横断。衣装・動作の連続性で表現。

テニス自体の純粋な楽しさを訴求

江戸時代：少年侍が剣の素振り

昭和：軍帽姿で壁打ち練習

平成：壁打ちから球出し練習へ

平成：壁打ちから球出し練習へ

成功ショット→思わずガッツポーズ

成功ショット→思わずガッツポーズ
いつの時代も
上達するのは楽しい。

最後にロゴを表示
コピー「いつの時代も上達することは楽しい」
→テニススクールらしいコピーで締め
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